
情報システム

インターネットに代表される新たな情報社

会インフラストラクチャーは,企業,公共,

家庭などのあらゆる分野でさまざまな利便性

をもたらし,社会環境を大きく変ぼうさせよ

うとしている｡

パソコン･ワークステーション･サーバ分

野では,薄型･軽量の高性能ノートパソコン

から高性能･高信頼RISCサーバ,世界最高水

準の性能と省資源を追求した基幹サーバま

で,また,これらをおのおのの業務対応で最

適に使いこなすためのストレージシステムな

ど関連機器,および業務支援システム,統合

業務パッケージ,インターネット･イントラ

ネット環境対応統合型グループウエアなどが

さまざまなユーザーニーズにこたえている｡

さらに,エレクトロニックコマースなど新

たなアプリケーションインフラストラクチャ

ーの出現で,市場のボーダーレス化,ニュー

ビジネスの台萱頁が急である｡これらに対応し

て,情報機器は急速に進歩している｡

■J



新社会インフラストラクチャーを実現する｢日立コマース･ソリュlション+

インターネットを利用したエレクトロニックコマースを実現するための,消費者クライアント,販売店

(モール)サーバ,金融機関ゲートウェイ,認証用のミドルソフトウェアを開発した｡

インターネット上のオンラインショッピングに対応したミドルソフトウェアの提供により■,企業や個

人が容易にインターネット上にバーチャルモール･ショップの開設が可能となり,オープンネットワー

ク上での安全な商取引が実現できる｡

クライアントには,既存のブラウザソフトに依存しないショッピング･支払い決済環境,および証明書

管理機能が実現できる｡企業(売り手)側では,ショッピング,オーダリング,支払い(および関連する本

人認証)までシームレスな環境でオンラインショッピング取引,およびそれに関連した既存の受発注･在

庫管理システムとの連動力丁可能となる｡金融機関ゲートウェイでは,クレジットカードを用いたオンライ

ン支払い取り引き,およびそれと連動する信用照会(オーソリゼーション)との連携が可能となる｡また,

これらを適用したソリューションサービスにより,システム構築コンサルテーションや実験的店舗出店

サービスなどを受けることが可能である｡

銀行の預金口座振り込みによる支払いや電子通貨による即時決済,企業間取引にも今後対応していく

予定である｡

NetSpace関連サlビス(店舗出店サービス)

ECシステムプランニンクサービス

ECシステム構築･運用コンサルテ¶ション･サービス

トド仙夕･クライアン〕
家庭消費者

(PC.PDA.Mondex機器)

企業 企業

L･ガ

耳1L･カ弘

〔:

●モール･サーバー

●ストア･マネージャー

･ペイメント･サーバー

●亀子取引フロントエンド･サーバ

商店･モール
サーバ･システム

Mon〔ゴex

サーバ･システム

金融
ゲートウェイ･システム

商店業務
システム

クレジット会社
業務システム

インターネット

認誕局
サーバ･システム

電子取引認証サー/ト

電子取引フロントエンド

電子公証
サーバ･システム

州-〕

〔‥
ペイメント･ゲートウェイ

寛子取引フロントエンドーサー

ノて〕

銀行業務
システム

Mondex

ヴ【ハ･システム

注:略語説明ほか 巨C(E始CtrOnicComme｢Ce),PC(PersonalComputer).PDA(PersonalDig舶IAssistant)

〔〕内は対応する製品⊂コ(企業･消斉者閻).[=コ(企業間).r二ニニ(共通)

ECシステムの全体構成

(出荷時期:サービス1996年12

月,プロダクト予定1997年2月)

市内全10高校をG｢0]PmaXで結んだメールシステムの構築一横柄開脚配ンタト

G｢0UPmaXのメール･掲示板システムを利用して横浜市立高等学校10校を結んだ広域情報教

育システムを構築した｡

横浜巾情報処理教育センターは,横浜市立高等

学校10校をCSS(ClientServerSystem)で結合し

た広域教育情報ネットワークを構築した｡

この新世代の教育情報ネットワークシステムで

は,教師一教師,教師一生徒,生徒一年徒間のコ

ミュニケーションを目的にグループウエアとして

Groupmaxが採用された｡

このシステムでは,利用を希望する教職員,生

徒の約1万人にユーザーID(Identification)を割

り当て,GroupMailを用いた自由なメール交換と,

掲示板システムを活用し,学校内だけでなく学

校一学校間で相互に情報を交換している｡最近の

家庭へのパソコンの普及とGroupmaxの特徴であ

る,使いやすいGUI(GraphicalUserInterface),

階層化されたユーザー管理により,特別な利用講

習を実施していないにもかかわらず,稼動直後か

ら活発にメール･掲示板が利用されている｡

このシステムは,野村総合研究中斤のSIのもとで

開発を行った｡

(桜軌時期:1996年4月)

横浜市情報処理教育センター
FLORA310DMP

G｢0UPmaXサーバ

FLORA-DM

[コ

G｢OUPm∂Xクライアント

×23

NP200

kピッ ト/s

NPlOO

FLORA-DM

⊂]
X5ト67

Gro]Pm∂Xクライアント

FLORA3100MP

G｢0UPm∈lXサーバ

横浜市立普通高校6校

NPlOO

FLORA3100MP
G｢0UPm∂Xサーバ

FLORA･DM

[コ
×5ト87

G｢0UPm∂Xクライアント

横浜市立職業高校4校

横浜市教育情報ネットワークシステム
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統合業務パッケージ(R/3)による鉄鋼設備管理システム一日新製鋼株式会社-

日新製鋼株式会社では,統合業務パッケージ(R/3)を適用して,情報の一元化とタイムリーな情報

提供を目的とした設備管理システムを再構築した｡

表面処理鋼板およびステンレス鋼の分野で世界

のトップレベルにある日新製鋼株式会社では,堺

製造所の設備管理システムを統合業務パッケージ

ホストシステム(旧M)

匡垂亘≡≡∃

匡]
匝亘亘≡亘≡∃

保全センター

[コ

連携

H9000ウーパ

設備管王男システム(R/3)

[三重∃巨垂垂]

[≡垂∃匹亘亘]

トークンリンクLAN

[コ

電気統合室

ORACしE*(35Gハイト)

設備マスタ

標準工事

点検標準

[コ

[コ

[コ

[コ

FLORA プリンタ FLORA プリンタ

日新製鋼秩式会社の設備管王里システムの概要

(R/3)を中核としたクライアントサーバ型のシス

テムで実現した｡

このシステムの主な特徴は以下のとおりである｡

(1)R/3の持つ豊富な標準部品を活用しており,

短期間でのシステム構築を実現した｡〔通用した

モジュールはPM(Plant Maintenance),MM

(MaterialsManagement)〕

(2)設備マスタおよび作業標準(点検標準,標準工

事)マスタを整備して,数万件のデータ蓄積を可能

にした｡

(3)ホストとの連携によってデータの再入力や紙

ベースでの作業を大幅に削減し,端末主体の業務

を実現した｡

(4)GUI(GraphicalUserInterface)による操作

性の向上やガイダンス機能の強化により,現場で

のデータ人力を大幅に簡便化した｡

今回開発した設備管理システムを基盤として,

今後他製造所への展開を図り,設備業務,運用管

理の全社統合化を実現していく｡

(稼動時期:1996年4月)

ホスト･CSS連携で実現した原動機整備生産情報システムー全日本空輸株式会社一

全日本空輸株式会社では,ホストと連携した大規模CSSによって原動機整備生産情報システムを

再構築し,ダウンサイジンクを実現した｡

全日本空輸株式会社では,1995年12月からB777

を就航させた｡.B777のエンジンであるPW4000シ

リーズは構造的に新しく,従来のバッチシステム

では対応困難であったため,CSS(Client Server

System)構成により,ダウンサイジングして億劫

機整備年産情報システムの再構築を実施した｡

システムの特徴は次のとおりである｡

(1)ホストーサーバークライアントの3階層分散

構成による大規模CSSシステム(ホスト連携に

OpenTPlを利用)

(2)ORACLEデータベースに300万作のデータを

蓄積し,自由な検索が可能なエンドユーザーコン

ピューティング環境

(3)JPlによる自動運転

(4)APPを活用し,憤動機整備に必要なきめ細か

な帳票出力制御(出力先の決定･再送･月号i会など)

これにより,エンドユーザー部門ではリアルタイ

ムな情報管理が可能となり効率化に寄与している｡

(第一次桜軌峠別

(第二次桜垂加喋期

1995年10月)

1996年31J)

楕稚システムセンタービル

ホスト仙t880′･′220

巨≡
匝亘司

ワーハ

(3500/′540)

ADA日AS事

×D帆･′DCCM3

ORACLE

OpenTPL

原動機センター

WlndovゾS3

Vtsu∂lB8Sic-

MS-Excel＋

Key-SQし東

CommunlNET

[コ

クライアント ×19

全日本空輸株式会社の原動機整備生産情報システム

の概要



オンライン分析処理(OLAP)を適用した販売情報分析システムの構築一日立製作所-

日立製作所産業機器事業部では,メインフレームで稼動するシステムを見直し,オンライン分析処

理(OLAP)システム構築ツール"HOLOS''を利用した販売情報分析システムを構築した｡

"HOLOS''は,多次元データベースのオンライ

ン分析処理〔OLAP(OnlineAnalyticalProcess-

ing)〕技術を小核としたCSS(ClientServer Sys-

tem)型情報系システム構築ツールで,日立製作所

ソフトウェア開発本部がOEM製品として販売し

ている｡

従来のシステムではJハカされる情報力了限定され

ていたため,過去と三呪在のデータを比較しながら

多角的な分析を行うためには,複数の帳票から別

の帳票にデータを転記するなど多大な_丁数が必要

であった｡

OLAPを利用した新販売情報分析システムで

は,時系列に蓄えられたデータをさまざまな視

点･切り口で即時に検索･表示できる｡

また,データも一元管理されるため,各利用部

門が常に最新のデータにアクセスすることができ

るようになった｡

産業機器事業部では,このシステムをデータウ

ェアハウスとして活用し,意思決定のスピードア

ップやマーケテイング強化を図り,受注規模のい

っそうの拡大を目指している｡

〔稼動時期(一次):1996年12月〕

全社碁幸手システム

巨勤∈酢警笛芸り上げ
必要なデータを

抽出･刀口工

3500/545

在庫)

営業販売管理システム

各支店の予算データ

日
5年(10期)分のデータを保持

H9000 VR210

一′

RDB

デ_夕を｡_卜(日次如訂
HDLOS★

MDBて多二欠元データへ-ス

H'壷-N
ロロロノ

･製品別受注芙縄

･チャネル別売｢

･長期受注推移
ほか.】00種以上の

樺索パターンに対応

事業部･支社･主要関連工場など合言十17拠点にクライアントを配置

注:略語説明 RDB(Rel∂tion∂】D∈〕t;ヨb∂Se).MDB(Multi-DlmerlSlロ∩∈】lD∂1∂b∂Se)

HITN[丁/lN(巳立製作所社内+AN網)

OLAPを利用した販売情報分析シス

テムの概要

JR座席予約シス兄州ARS''における]NIX*サーバ分散シス弘の構築一榔臥弘総社-

MARSの新規端末開発,端末機能増強に伴う中央システムおよび端末の保守コスト低減を行うた

めに,UNIXサーバを駆使した分散システムを構築した｡

鉄道情報システム株式会社では,JR各社の｢み

どりの窓口+を支える旅客販売統合システム"MS''

の,顧客へのサービスの多様化に対応した新端末

開発および機能増強の開発･保守コスト低i成を実

現するために,UNIXサーバを主体とした高度惜

ヰ]突システムフンタ

MARS305システム

(M一日80×2台)

[DD卜LAN

報システムによる分散システムを構築した｡

(1)RFEP:MARS販売業務のオンライン制御

を行うシステムであり,ロードシェアによる障害

時の端末フォールバック逆剛二よってオンライン 匝垂l

の信頼性を考慮したものである｡

(2)DLS:MARS端末の業務データおよびプロ

グラムを端末ヘダウンロードするシステムであ

り,機能増強などの保守コストを削減する｡また,端

末の障害情報をアップロードし,一九杓に管押する｡

(3)TMS:端末機能の拡大に伴う柔軟なデータ

作成運用,システム保守コストの低減を吋能とす

るシステムである｡

(稼動時期:1996年2月)

R[EP

し3500※8壬i)

⊂]

TMS

(3500)

CD-105+AN

DしS

(3500〉く2台)

+Rネット

[コ

などのMARS端末

注:略語説明ほか

FDD=｢iberDistribute〔】[〕∂taれt巳巾】Ce)

[::::::コ(分散システム)

"MARS''における分散システムの概要
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OSF/DCE技術を中核に実現した大規模分散科学技術計算機システムー淵甜件僻-

科学技術計算システムの中核にHl-DCEとJPl/OmniStorageを採用し.オープンでありし

かもセキュリティを強化した大規模ストレージ分散システムを実現した｡

DCEセル

DCEセル

DCEセル

Hl-DCE

その他セル

管理機能

ディスクの

位置情報管理

ファイル共用(DFS)

セキュリティ

管理

D
E
S
認
証

磁気テープ

両雪雲国璽雪雲
階層記憶制御

JPl/OmniSto｢age

注:略語説明

DCE(Dist｢ibutedComputingEnvironment)

DFS(Distr他utedFileService)
D巨S(Dat∂∈ncryptjonStandard)

JPl(Job ManagementPa｢tne｢1)

共通計算機システムの概要

年々増え続ける科学実験データの解析力強化を

目的として,共通計算機システムを構築した｡こ

のシステムは,クリエイティブサーバ3500シリー

ズ14台を中心に多数のサーバから構築されたオー

プンなシステムであり,その中核にはOSF/DCE

対応製品であるHI-DCEを採用し,ディスク(1T

バイト)の共用･ユーザー管理の一元化をDCEセ

ル単位に行っている｡また,ヘリカル磁気テープ

ライブラリ(20Tバイト)は,JPl/OmniStorageに

よる階層記憶制御機能により,あたかも大規模な

ディスク装置のように利用可能なシステムとなっ

ている｡

(1)分散接続したユーザーディスク上には階層記

憶ファイルシステムが構築され,各ホストから透

過的に利用可能

(2)DCEのDES認証を実現しているため,パスワ

ード漏洩(えい)の可能性が少ない｡

(3)ユーザー管理やディスクのマウントポイント

を一元管理でき,システム全体のメンテナンスが

容易

(4)他社ワークステーションを含めたマルチベン

ダ環境

(稼動時期:1996年1月)

新COSMETS(気象資料総合処理システム)と量的予配ノステムの導入による新しい気象サービスの開始一気象庁-

気象庁では,スーパーコンピュータを更新してさらに精度の高い数値予報を実現すると同時に,きめ

細かく定量的な天気予報を1996年3月から開始した｡

気象庁では1996年3月に気象資料総合処理シス

テムを更新し,より細密な天気予報を開始した｡

数値予報を行う核となるスーパーコンピュータを

HITAC S-3800/480に更新し,新しい数値予報モ

デルを開発して,従米30kmであった格子間隔を

20km(領域モデル)とし,より精密な予測を可能

とした｡これと同時に,3050RXで構成する量的予

報システムを導入し,3時間刻みで特定地域の天

気を表示する時系列予報や,｢晴,雨,曇,雪+と

いった天気の分布等を20km格子ごとに表す分布

予報を開始し,気象に対する多様化した社会のニ

ーズにこたえている｡

COSMETSは全地球規模で観測される気象デ

ータを集信して大気の状態を解析,予測し,その

結果を国内･国外に配信する｡このシステムは,

気象資料の編集･中継を行うオンライン系(C-

ADESS)とバッチ系(NAPS)とから成っており,

気象資料伝送網(L-ADESS)などの諸システムと

接続され,予報業務の中核を成している｡

(稼動時期:1996年3月)

威㌔璧三三≡
･ラ.

巨ヰー_--

＼__

3800

各L-ADESS

新COSMETS

NAPS

WAN

C-AD巨SS

L-ADESS端末システム

∈-7700･7300

量的予報

システム

3050RX

新COSMETSと量的予報システム

く
‾ も､一メU

♭
･丁十て

汎用サーバ

払～ノ1ノブ



大学病院衛星医療情報ネットワーク

東京大学をはじめ8大学病院では,高度医療映像を暗号化し,リアルタイムに相互の大学間の通信

を行う衛星通信交換授業システムの開発を行った｡

このシステムは,マルチメディア衛星通信シス

テムを医学分野へ適用した例であり,8大学病院

(北海道大学,東北大学,束京大学,名古屋大学,

京都大学,大阪大学,岡山大学,九州大学)間で講

義映像,手術映像や質問映像を送受信する双方向

の衛星通信ネットワークシステムである｡このシ

ステムでは,発信校は講義映像や手術映像をハイ

ビジョン映像またはNTSC映像で送信L,受信校

は発信校に対して質問映像をNTSC映像で送信

する｡

(1)ハイセキュリティ:患者のプライバシー保護

などを目的とした高度の機密保持機能を持つ｡R

立製作所のMULTI2暗号(郵政省電気通信技術審

議会でディジタル放送用国内標準暗号として採用

されている｡)と守秘性の高い暗号鍵管理方式を用

いて,高い機密保持機能を実現している｡

(2)マルチメディア:ハイビジョン映像〔MPEG-

2(Moving Picture Experts Group 2)準拠〕,
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NTSC映像(MPEG2準拠),音声およびデータの

処理機能を持つ｡講師卓上のタッチ式操作パネル

によって高精細ディスプレイを中心とした映像設

備のワンマンオペレーション(送信･表示映像の

選択)を実現している｡

(3)双方向性:地_レマケット交換網を介して,大

学病院間で制御情報をやり取りすることにより,

発信校が受信校に質問許可を与え,質疑応答をリ

アルタイムで行うなどの双方向性を実現している｡

このシステムは衛星通信を利用したわが国初の

大学病院間の教育システムであり,今後このシス

テムを核とした医学･医瞭教育の充実が期待され

る｡また,このシステムは汎用性があり,学生･

研修医の教育･研修以外にも症例検討会,専門会

議などに活用できるため,先端医療技術開発への

利用など医療現場からも期待されている｡

なお1996年11月に,北海道大学,東京大学,岡

IU大学,および九州大学に本システムを納入した｡

/
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大学病院衛星医療情報ネットワークの構成
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イントラネットによるカラー画像検索システムの構築-エム･アール･エス広告調査株式会社

大容量の画像データベースとイントラネットを使ったカラー画像検索システムを開発した｡

エム･アール･エス広告調査株式会社は,わが

国で発行している全新聞･全雑誌に掲載されてい

画像データベース＋WWWサーバ

社内+AN □

カラーレーザプ1+ンタ

テラファイル(光ディスクライブラリ

150Gバイト)
高品質なカラー画像を2年分格納する｡

[コ
検索用クライアント

[コ
検索用クライアント

カラー画像検索システムの概要

る広告を調査し,その情報を提供する会社であり,

年間の二取扱データ量は,画像で6万件,広告デー

タで150万件にも上る｡

カラー画像検索システムは,これまで手作業で

管理していた広告のカラー画像をデータベース化

し,ホストコンピュータに蓄積されていたテキス

トデータとの連携,WWW(WorldWideWeb)サ

ーバとイントラネットによる検索作業の効率化を

図り,付加価値の高い情報提供システムを実現した｡

画像データは,光ディスクライブラリに200dpi

のJPEG(Joint Photographic Expert Group)フ

ァイルで圧縮し,高品質な印刷にも対応可能とし

た｡また,クライアントの画像表示には,GUI

(GraphicalUserInterface)の統一を図るため,一

般的なブラウザを使うことにより,機種の違いを

打及収した｡

これによってユーザーは,簡単な操作で広告の

カラー画面を検索することができ,従来の作業負

荷を軽減することができる｡

(稼幼子定時期:1997年3月)

ホスト･CSS連携で実現したPHS顧客総合システム一株式会社アステル東京他5社-

株式会社アステル東京をはじめとしたアステル6社では,PHS事業の基幹業務である顧客管理･

料金管理をホスト･CSS連携のシステムで実現した｡

PHS(PersonalHandyphone System)電話サ

ービスの事業会社である株式会社アステル東京,

株式会社アステル中部,株式会社アステル関西,

株式会社アステル中国,株式会社アステル九州,

および株式会社アステル沖縄の6社では,PHS事

業の基幹業務となる,顧客管理および料金管二哩を

実三呪するPHS顧客総合システムを,ホスト･CSS

(Clie血Ser托rSystem)連携型で構築し,稼劾させた｡

このシステムの主な特徴は以下のとおりである｡

(1)顧客管理では,主として加入者申し込み･サー

ビス申し込みを中心としたオンライン業務を,

OpenTPlをベースにUNIXサーバで実現した｡

(2)料金管理では,通話明細情報から,請求料令

の計算,入金情報の管理など人量データのバッチ

処理を行う料金業務を汎悶機で構築した｡

(3)パソコンは,Windows3.1を使朋し,Visual

Basicで開発を行い,GUIによる顧客･料金業務を

実現した｡

(4)オープン環境で連接するシステムとの接続を

容易にした｡

(稼動時期:1995年10月～1996年4月)

PHS顧客総合システム

顧客管理サーバ 料金管理ホスト

UNlX

業務端末openTPl

照会国
開通登録情報

通話明矧胃弱収集･

開通登録情事匡管理サーハ

優一
画ト

請
求
デ
ー
タ

国回

3500

通話明細情報

ローミンク

集配信

サーバ

通話明細情幸匡

日本電信電話株式会社絹

または独自網事

基地局

匡:≡≡三≡:∃

3500

ローミンクデータ

テル
ステル

他アステル

注:*株式会社アステル中部は独自網型

PHS顧客総合システムの概要
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経営課題をトータルに解決する統合業務パッケージ``GEMPLANETTM''

中堅企業の基幹業務統合に向けて,企業の要求にこたえるさまざまな機能を最新技術でサポート

するCSS型統合業務パッケージ"GEMPJANETTM”を開発した｡

統合業務パッケージ"GEMPLANET'｢M”は,

販売･仕入･生産･物流から会計,人事までの基

≡豊
WWWワ

UNlX

パ 仕入言†国情報

EMPLAN

葉音芳サーハ
財務会計

⊂]

ネットワーク

監
販売管王璧ノ_

注

[コ

[コ

[]

イントラネット

⊂]
州[〔】D仙S

パソコン

社右㌫‾1

/

/

＼〟WWワーハ /

/

/
DOS/V
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メール交接商品在庫情報 /

[]
W仙仙ブラウザ /

クライアント /
インタ】ネット

器二慧∴//盈
脚明//垣社諾

[コ

メール交摂

商品在庫情報

モハイル

端末

略語説明
-

+ ; wwwブラウサクライアント

WW州(World州deVJeb) (支店.系列企業∴毎外企業)

GEMPLANETTMのシステムイメージ

幹業務を統合するCSS(ClientServerSystem)型

ERP(EnterpriseResourcePlanning)パッケージ

である｡

インターネット･イントラネットやUNIX,

Windowsなどのオープン環境の下で,業務コンポ

ーネントの組合せによる柔構造システムを実現

し,企業にジャストフィットした基幹業務システ

ムを構築することができる｡また,ビジネス情報

を後方部門へ早期に開示する掲示板機能を加えた

ワークフロー機能,短納期と在庫削減を両立させ

るカップリングポイント(要求納期と供給リード

タイムのバランス点)動的管理方式,日本化機能サ

ポート(支給品管理,締め日処理,人事･給与など)

や,BPR(BusinessProcessReengineering)実現

のためのテンプレート機能を多数備えている｡さ

らに,コンサルティングからシステム導入サポー

ト,教育まで一貫したサービスメニューを用意し

て,業務設計からシステム運用まで最適なビジネ

スソリューションを提供する｡

(出荷予定時期:1997年1月)

先進的リスク測定手法によるマーケットリスク管理システム

先進的リスク測定手法を採用したシステムをパッケージ化し,BIS2次規制対応,および金融機関

内部のリスク管理レベル向上を実現するマーケットリスク管理システムを開発した｡

金融業界では,債券価格や株価,為替レートな

どの急激な変化によって発生し得る損失(マーケ

ットリスク)の把握,およびリスク管理の厳格化を

目的とした規制〔通称BIS(国際決済銀行)2次規

制〕が,1997年末から導入される｡マーケットリ

スク管理システムは,同規制で認められているリ

スク測定法として,標準的計測手法および内部モ

デル手法の2種類の機能をサポートしている｡

標準的計測手法は,各ユーザーが同一の計算方

法でリスク測定を行うものである｡簡便的な計算

方法という性質+L,監査当局への報告用に使用す

るケースが多いと想定され,このシステムの導入

により,報告資料作成に必要な作業負荷軽減を実

現する｡

また内部モデル手法では,先進的リスク測定手

法であるVAR(Value at Risk:予想最大損失額)

によるリスク管理を実現し,BIS2次規制対応だ

けでなく,ユーザー内リスク管理レベルの向上を

可能とする｡ (出荷予定時期:1997年1H)

債券データ

株式デ【夕

為替データ

取引データ

マーケットリスク
琶理システム

●キャッシュプロ】
作成

●時価評価

●リスク測定

市場
レート

為替

レート

機能概要

･取引データ,市場データのカロ工

･キャッシュフローことの時価評価･感応度測定

･標準的計測手法によるリスク測定

･VARの測定

･測定結果の検証機能(ハックテスティング)

マーケットリスク管王里システムの機能概要
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業務システム支援

狙インターネット･イントラネット環境対応統合型グループウエア"GroupmaxVersio[2”

すべての機能ガインターネット･イントラネット環境から利用できる統合型グループウエア

``G｢OUPmaXVe｢Sion2”を開発した｡
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Groupmax Version2WWW版の画面

d

コ丁

Groupmaxは,電子メール,電子掲示板,文書管

理,スケジュール管理といった非定型業務を支援

するグループウエアと,定型業務を支援するワー

クフローを統合した統合型グループウエア製品で

ある｡

1996年6月にリリースしたVersion2では,イン

ターネット･イントラネットをインフラストラク

チャーとしたグループウエア,ワークフロー機能

を実現し,Groupmaxの各機能をWWW(World

WideWeb)ブラウザから利用可能とした｡このほ

か,エージェント技術の採用によるクライアント

操作性の向_L,統合システム運用管理機能のサポ

ートによる大規模システムの一括管理の可能化,
基幹系システムとの連携を実現した｡

今後は,ワークフローを核として著名パッケー

ジとの接続,分散オブジュクト技術を取り入れた

開発環境の提供を行っていく予定である｡

(初版出荷時期:1995年3月,最新版出荷時期:1996

年12日)

野道伝的アルゴリズムを用いた最適ノてスタイヤ編成システム"GBDiA”

バスタイヤ編成業務におけるデータ管理,タイヤ作成,帳票出力などを支援するAPP｢バスタイヤ

編成システムGBDiA+を開発した｡

バスダイヤ(ダイヤグラム)編成業務とは,バス

事業者が運行する乗合バスについて,運行経路と

発着時刻からバスの運行計画(山ダイヤ)を決定

し,それを基に車両および乗務員の一口の運行ス

ケジュール(車両ダイヤ,仕業ダイヤ)を作成する

業務である｡この業務はバス事業者の基幹業務で

あるにもかかわらず,専門家の経験と勘に根り膨

大な手作業で行われている｡

バスダイヤ編成システム"GBDiA”は,バスダ

イヤ編成業務のデータ管理,ダイヤ作成,帳票出

力などを支援するAPP(Application Program

Product)である｡GBDiAを導入することにより,

利用客のニーズに合ったダイヤの作成,およびダ

イヤ編成作業の工数削減を図ることができる｡特

に仕業･車両ダイヤ作成では,遺伝的アルゴリズム

を円いて最適なダイヤを自動生成する機能を持って

おり,円滑で効率的なダイヤの作成が可能である｡

(出荷時期:1996年3月)
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システム構成例と機能概要



到 GroupmaxVersion2.0対応マニュアルのCD-ROM化

些塵j旦l｢前‾ヨ辿J幽
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GroupmaxCD-ROMマニュアルの画面表示例

J

GroupmaxVersion2,0対応のCD-ROMマニュア

ルを日立製作所のSGML(StandardGeneralized

Mark-upLanguage)処埋技術を活用して開発した｡

CD-ROM内に添付されている表示ソフトウェ

アの日次機能,全文検索機能,ハイパーリンク機

能などを駆使することによって検索性の向上が図

れる｡また,GroupmaxVersion2.0シリーズの全

マニュアル43冊が1枚のCD【ROMに糸内められて

おり,これまでの紙マニュアルの保管スペースを

大幅に削減することができる｡

今後は,このCD-ROMマニュアルの開発システ

ムを一般l乙=ナ商品として販売する予定である｡

(,■1川抑寺期:1996牛9月)

到 情報ロジスティクスを実現するCSS型金融機関向け総合情報システム

金融業界では,ハイスピード経営を支える総合

情報システムとして,情報一一環流通(情報ロジステ

ィクス)の実現を目指したシステム基盤構築が望

まれている｡このシステムは,従来の金融機関総

合情報系システムPP-21(Profit Planning Sup-

portsystem-21stCentury)の本部情報システム,
営業店情報システムのアプリケーション機能をペ

ースとLて,日次ベースの収益管理機能サポート

およびデータウェアハウス構築‾支援機能によるエ

ンドユーザーコンピューティングの実現を可能と

する｡ (出荷子宝時期:1997年7H)
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CSS型金融機関向け総合情報システムの概要

51ミドルマネジメント強化を目指した総合資金証券システム"NewCARUS”

総合資金証券システムNe〉ゾCARUSの構成

資金証券管理部門

ス: バックオフィス
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ドルマネジメントオフィス(部門内管理)
検査一報苦支援システム

ミドルマネジメントオフィスシステム

●投資計画シミュし‾ション
一期間損益シミュレーンコン
■ポートフォリオ現状分析
一信用一会利,価格変動リスク菅王軍

フロントオフィス

プノ7ントマネーシヤ支援システム

注こ*は追力□予定業務

総合資金証券システム"NewCARUS”の概要

銀子‾+二の巾場関連業務は,従米の中長期運川手段

としての有価証券投資から,全行リスク管理手段

としてのデリバティブ取り引きなど,範囲が急速

に拡大している｡

NewCARUSは,多様化した資金証券業務全般

の事務統合･合理化,部門内のマーケットリスク

管理の強化,およびポート期間収益管理の充実を

目的とした′ぞッケージである｡

NewCARUSの構成は,WindowsNTサーバに

よるCSS(Client Server System)としているの

で,関連システムとの連携や,エンドユーザーが

使い慣れたExcelなどのオープン型ソフトウェア

を利鞘したデータ検索･加_1二が容易となる｡

(ヲ邑売-‾j㌧左時期:1997年6月)
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g 融資事務の効率化を実現する融資総合支援システム"ADFINANCE/C”

ADFINANCE/C

顧客属性情報

稟議案件惰幸臣

取引状況情幸環

個人信用情報

サポート機能

･稟議支援機能

･顧客彗理機能

･担保･保証人管理機能

･取引状況管玉聖機能

･金利支援機能

･商手支払人管理機能

･個人信用情報管理機能

ADFtNANCE/Cの概要

担保保証人椅幸巨

金利情幸匡

顧客元帳

預金元帳

金融業界では,収益基盤となる融資業務でのリ

スク管理能力の強化や,複雑な融資事務の効率化

を実現することが課題となっている｡

ADFINANCE/C(Advanced Financing Sup-

port System/Client Server System)は,CSS

(ClientServerSystem)構成により,融資業務に

おける稟(りん)議書の自動作成,菓議案件の進捗

(ちょく)管理･決裁管理,および担保･保証人情

報のシステム化を中心に融資事務の効率化とリス

ク管:哩の強化を実現する｡

(出荷時期:1996年9月)

到 クライアントサーバモデルで実現する簡易型列車ダイヤ管理パッケージ"EXPRES-∪/E”

"EXPRES-U/E''は,列車運行管理システムで

必要な列車ダイヤ(ダイヤグラム)の基本計画作

成,変更および口々の実施ダイヤを正確かつ迅速

に作成し,進路制御システムなどへ安定した実施

ダイヤを提供することを目的として開発した｡

このシステムは,列車運転時刻表や運転情報な

どの入力操作を,マウスや補肋ガイダンスなどに

よって向上させるとともに,各種チェック機能に

より,ミスのない正確なダイヤが作成できる｡ま

た,ダイヤ改正日指定や改正画面機能などにより,

改正ダイヤをスムーズに作成することが可能とな

る｡このシステムはUNIX/ⅩWindowSystem*の

オープンなシステム環境で動作可能であるととも

に,運行管理の規模に合わせてスタンドアロン構

成,クライアントサーバ構成に柔軟に対応するこ

とができる｡

サーハ

イーサネット*

(桜垂加寺期:1996年10月)

[コ
[コ
[::::コ

+ +_j

クライアント

ESPまたはレーザプリンタ

"EXPRES一∪/E”システム構成例

ヨ Windows上で快適な設計･製図環境を提供する"HICAD/DRAFTforWindows”

了ケ｢†正

F‾

l■l■曲■蜘l貴;
遷吐_+__二+ + 白あ_ヱ_+乙+m

二次元CAD"川CAD/DRAFTforWindows

HICAD/DRAFTforWindowsは,ホストコン

ピュータで生まれ,ワークステーションで育った

日立製作所のCAD技術をパソコンに生かした二

次元CADシステムである｡さらに,Windows環境

になじむ操作性を取り入れるなど,パソコンCAD

として設計者の直感にこたえる快適な設計･製図

環境を提供する｡また,エンジニアリング情報統

合システム"PDMACE''と密に連携することによ

り,コンカレントエンジニアリング(同時協調作

業),さらにはCALS(CommerceatLightSpeed)

への対応を推進することができる｡

(出荷時期:1996年3月)



到 三次元川CADシステムにおける組立性能評価システム

三次元CADデータを利用して部品の組立順序

と組み付け九句を自動推定する技術により,設計

ー桝屋F≧義F乍蓋望ゝ.巨岩 【
l

クモ巨三+iま･二さ.書こ′
を一丁-･_-
ヰ､--

虹+巨…三,.
信:∴
け_..,ル

▼I

や
｢H=

≠‾こ;二二‾‾

4二･2

さ._

ナ′._

さェ.

手一..-

ケニこ

l

‾ト 葦韮+｢

L

淵古手脂 鯛寸作斐晴間

細

■

古‾方法

三次元HICADを利用した組立やすさの評価例(掃除機)

初期段階で組立やすさを評価し,製品の製造コス

ト低減を図る組立性評価システムを開発した｡こ

のシステムにより,評価工数が従来の去になった｡
また,組立やすさが,評価点や組立作業時間の推

定値として判断できるほか,自動作成される組立

手順図,組立方法図を利用したビジュアルな評価

が可能になった｡このシステムは,ワークステー

ションで稼動する三次元HICADの応用機能で

ある｡

環境対策,修理工数低減などで有効な,分解性

評価への展開も計画中である｡

(発売時期:1996年7月)

勿 エンジニアリング情報の増大化分散化に対応したエンジニアリング情報統合システム"PDMACE''

従来,エンジニアリング情報の統合管理機能に

よって情報の共有化,有効利用が促進できる機能

を提供していたが,新たにマルチサーバ機能,

HITFILE接続機能をサポートし,エンジニアリ

ング情報の増大化,分散化に対応できるようにし

た｡

また,製品構成･部品構成のビジュアル表示･

編集,多種多様な関連づけ,関連情報への属性付

与機能によって,より多角的な開発検討,情報管理

ができ,開発業務効率の向上が阿れるようにした｡

(出荷時期:1996年9月)

編集(E)ア■7て∴ヨノ(き.〉㌍漣心 表市5)設置(P)フ7小し咋)媚果(E)ア■7て∴:

己ヨ∈iヨ召ヨ日∃
～しノブDt上1〉

四堅塁司

巨‡≡臣∃
匝ワ亡丁‾丁二丁二=:=コ
匹1:=======コ

製品構成のビジュアル表示･編集

望 インターネットイントラネット環境に対応した部品組立型ビジュアルアプリケーション開発環境"APPGALLERY”

企業情報システムでのインターネット･イント

ラネットの普及に伴い,APPGALLERYで,

▲う:モ.恥t一夕ヽ

ヨた ∈≡亘≡圏

インターネット

イントラネット

Sybase

S〔コL

Any)州e｢e

転S

藍+

APPGALJERY開発環境

インターネット･イントラネット連携機能の概要

NETSCAPENAVIGATOR*,MicrosoftInternet

Explorerのプラグイン機能と連携できる開発環

境をサポートした｡これにより,APPGALLERY

で開発したアプリケーションをクライアント側に

配布しておけば,NETSCAPENAVIGATORで

ブラウズするHTML文書にプラグインで埋め込

んで実行することができる｡また,ローカルデー

タベースとして,省資源,高性能,高機能と三拍

子そろったSybaseSQLAnywhere5.0*を内蔵し

た｡さらに,ユーティリティも豊富で,メッセー

ジングシステムを使ってモバイルシステム開発に

も対応できる｡

(出荷時期:1996年6月)
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知 インターネット環境対応CSS業務プログラム開発支援パッケージ"AQUACE”

WWWサーバ

卜､ノ
ブノ
イ

一｢ノ勺ノ

宗

イ
ン
わ
ノ
ー
ネ
ッ
ト

州
ハ

W

【

Wワ

構成定義

ファイアウォール

lアプリケーションウーハ

ネ

エ

ー

〔ノ

バ
州
十
理

ノ

州m

げ
ノ
叶
い
し

HTML

注:略語説明ほか

HTML(Hype｢le)こtM∂｢k-UPLangu∂ge)

⊂==コ(-A(〕UAC巨-の提供する親告巨)

"A()UACE”システムの概要

業殉起動処理

簑寿アプノケーシ三ン

!.テス＼モーべ㌫≡璧:

ORACLE

業務データベース

古
間
速
ラ
イ
ク

ハノーノ
→.ノ

CSS(ClientServerSystem)の構築では,短期

間に低コストでシステムを稼動させることが求め

られる｡そのため,ソフトウェア開発の標準化･

効率化をバックアップするCSS業務プログラム開

発支援パッケージ"AQUACE''を開発した｡

また,インターネット･イントラネットに接続

したWWW(World Wide Web)サーバと連携す

るインターネットWWWゲートウェイ処理を利

用することにより,インターネット･イントラネ

ット環境をフルに活用したCSSの容易な構築を可

能とした｡

(出荷時期:1996年9月)

到 ネットワーク運用管理を支援するソフトウェア管理システム"NETM/DM”

企業情報システムの再構築では,パソコンとネ

ットワークが主役になってきている｡規模でも,

何百台,何千台というクライアントのネットワー

クが構築され,これらクライアントの維持･管理

の必要性はますます高まる一方である｡

こうした中,ソフトウェアの配布･インストール

の管】理を支援するNETM/DMを市場に出し,大規

模ネットワークでの実績を着実にあげてきた｡

NETM/DMでは,各クライアントにつ小ての情報

の収集機能を強化して,より柔軟できめ細かいネット

ワーク管理を実現している｡(出荷時期:1996年41j)

匡】短匝]亡m 正三画E工エコ[コ匡】匝】
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インストールソフトウエア別の集計画面

!i 仮想プライベートネットワーク支援機能"Gauntlet*”ファイアウォール

仮想プライベート

ネットワーク

企業ネットワークA

トランスポートレイ巾中世

ユ】ヴー認証

データ脂胃･復号化

Gaunt】et

ファイアワ才一し

⊂]

企業内り一ハ

監1

G;】Untlet
ファノアつ㌻一山

[コ ノンータ
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ユ【ヴー諾喜正

データ脂弓･復弓化

∩二
モパノルクラノアントシステム

琴琴
[コ

･専.円ラノブコリを実装
し仁ケ■フノアントシステム

･ユーザー諾喜正

･テ一夕日昌弓･優胃化

企業ネットワークB

JL･一夕

G∂Untlet

ファノブフつ丁-

□

プラ/

lンヌテ

[コ

企業内ワ一ノ〔

仮想プライベートネットワークの概要

インターネット接続をする企業情報システムに

強ノJなセキュリティ機能を提供するために,ファ

イアウォール製品``Gauntlet”によってセキュリ

ティを強化したVPN(仮想プライベートネットワ

ーク)を実現した｡

VPNでは,情報の盗聴を防ぐ暗号化とイントラ

ネットヘの不正侵入を防止するアクセス制御によ

って,ファイアウォール問およびクライアントと

ファイアウォール間にセキエアな通信を提供する

ことができる｡また,クライアントアプリケーシ

ョンを変更しなくても導入できるため,インター

ネットをインフラストラクチャーとして活用した

企業情報システムが実現できる｡

(出荷時期:1996年10J】)



封 データウェ㌢､ウスを支えるスケーラカレデータベ｢ズ`HiRDB'1"HiRDBData-｢叫icator”

データウェアハウスの,強力でかつスケーラブ

ルなエンジンHiRDBに,新データベース分割技術

ソース

データベース

HiRDB

HiRDB

D∂ta-rePlicato｢

抽出･変換

冒

頭
データベース

盛
国
データマイニンク

恩
多次元分析

OLAPツール

日立製作所のデータウェアハウスの構成

としてフレキシブルハツシングを搭載した｡この

技術により,新たにプロセッサを追加しても既存

データの再配置をする必要がなく,より容易にシ

ステムの拡張が‾叶能となった｡またHiRDBは,

Windows NTや他社UNIXをはじめとする他社

プラットフォームもサポートした｡

さらに,基幹データの変更を自動的にかつ非同

期に連動するレプリケ一夕機能として新たに

HiRDBData-replicatorを開発した｡このほかに,

OLAP(Online AnalyticalProcessing)ツールの

"HOLOS”とも連携し,データウェアハウスを強

力にサポートする基盤を充実させた｡

(出荷時期:1996年7月)

ヨ たちまち翻訳｢英日翻訳支援システムforWindows+

オフィスや一般家庭でのインターネットの利用

が急激に普及しており,英語をU本語に翻訳する

ニーズが急速に拡大している｡このため,WWW

(WorldWideWeb)ブラウザでアクセスした英語

情報をその場で翻訳するパソコン糊英日翻訳支援

システムを商品化した｡

この商品は,WWWブラウザ上で利用できるほ

か,MicrosoftWord*で作成された文書をレイア

ウトを保存したまま翻訳したり,クリップボード

_Lで翻訳できる｡また,長年培ってきた英日翻訳
技術を生かして,よりわかりやすい結果を得るた

めの種々の機能を持っている｡(出荷時期:1996i-Fll月)

7叫ル(日 用l岨〉 杓)書物 お利こ入り仏l勺レフW
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WWWブラウザ上での翻訳実行例

到 パソコンサーバ用障害･運用管理ソフトウェブ`FJORAMANAGER”

リモート管理

パソコン

∈:∃
ルータ ルータ

SVPマネ【ジャ

函

管理パソコン

[∃

●障害哲理

●構成管理

●性能管理

マネージャ

〔二重垂直重工重訂
LAN

エージェント

Windows NT

システムダウン時障害通宰桓

リモw卜運転制御

自動運転管理

固匹〕㊧田

SVP
国
パソコンサーバ

"FLORA MANAGER”の構成

FLORAMANAGERは,FLORA3100/Sシリーズ

を対象にパソコンサーバ管理機能を提供する｡LAN

上のパソコンサーバの集中管理機能として,(1)筐

(きょう)体温度･電源などの異常を監視する障害

管理,(2)システムの構成管埋,(3)CPU(Central

ProcessingUnit)やディスクの性能管理などを実

現し,信頼性向上と管理者負担の軽減を図る｡また,

リモート管理パソコンからSVP(SenぺceProc6SOr)

を制御L,自動運転管理,致命的障害監視などを

実現し,遠隔運用･保守を可能とする｡そのほか,

NETM/CMやJPlとの連携機能を提供し,基幹業

務システムのトータルシステム管理を可能とする｡

(FLORAMANAGER V3出荷時期:1996年12月)

情
報
シ
ス
テ
ム

情
報
シ
ス
テ
ム

蔓+一



パソコン･ワークステーション･サーバ
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q高性能ノートパソコン｢F+ORA-Nシリーズ+

大型液晶,高速P巳nt山m*プロセッサなどの最新技術を採用し,拡張性とセキュリティを強化した

高性能パソコンを開発した｡

ノートパソコンは,わが国のオフィス環境を反

映して,省スペース･デスクトップとして使われ

るケースが増え,デスクトップ並みの操作環境,

性能,拡張性,セキュリティが求められている｡

これらのニーズにこたえたノートパソコン

｢FLORA-Nシリーズ+を開発した｡

FLORA-ND2の特徴は次のとおりである｡

(1)最高速の省電力型Pentiumプロセッサ(150

MHz)を搭載し,大画面12,1型TFT(Thin Film

Transistor)カラー液晶ディスプレイを採用

(2)大容量2Gバイトディスク,6倍速CDr

ROM,LANインタフェースを標準内蔵し,二つの

拡張ベイ,PCカードスロットによる拡張性を保持

(3)赤外線セキュリティキー"FLORArKEY'',

クライアント管理機能などのツール群"Tool-

mate''を標準装備

FLORA-NSlの特徴は次のとおりである｡

(1)高速Pentium(133/120/100MHz)を搭載し,

12.1型の大型カラー液晶ディスプレイを採用した

薄型･軽量(41mm,2.5kg)スリムノート

(2)28.8kビット/s高速FAXモデム内蔵のモデル

設定

(3)クライアント管理機能などのツール群"Tool-

mate”が利用可能

PDCA(PersonalDigitalCellular Adapter)カ

ード,テレビチューナ カードなど両モデル用周

辺機器も強化した｡ (出荷時期:1996年10月)

高性能ノートパソコン｢FLORA-ND2+

q高性能マルチメディアパソコン｢FLORAPr山Sシリ1ズ+

マルチメディアやインターネット,パソコン通信,ゲームなどをエンジョイできるパソコン｢FLORA

P｢iusシリーズ+を開発した｡
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腰高性能マルチメディアパソコン｢FLORA

Pr山s+17型デ

ィスプレイモデル

高速Pentiumプロセッサを採用し,マルチメディ

ア対応新技術,新機能を豊富に用意したオールイン

ワン型マルチメディアパソコンを開発した｡FIJORA

Priusシリーズの特徴は次のとおりである｡

(1)Windows95,ワープロ,表計算,インターネ

ット･PC通信アクセス,3Dゲーム,音楽,ビデオ

の再生などのソフトウェアを添付,インストール

した｡

(2)高速Pentium(200MHz)を採用した高性能

と拡張性を備えたミニタワー型モデル,高速

Pentium(166/150/133MHz)を採用したパワフ

ルなデスクトップ型モデル,およびPentium(133/

120MHz)を･採用した6倍速CD-ROM搭載のカ

ラーノートを品ぞろえした｡

(3)3Dアクセラレータ,ビデオキャプチャ機能搭

載モデルでは,迫力ある3Dグラフィックスが活用

できる｡また,市販のディジタルカメラ,VTR,

ビデオカメラなどと接続し,ビデオの編集･蓄

積･管理ができる｡ (出荷時期:1996年11月)



51高性能クライアントパソコン｢FLORAイ/Dシリーズ+

高性能クライアントパソコンとしてミドルタワ

ー型のFLORA-Tシリーズ,デスクトップ型の

FLORA-Dシリーズを開発した｡

(1)FLORA-TMlはPentium Pro(180MHz)/

Pentium(166MHz)を採用し,1.7Gバイトのハ

ードディスク,8/4倍速CD-ROMを内蔵した｡
(2)FLORA-DM2はPentium(200/166/133/120

MHz)を採用し,2.5/1.7/1.2Gバイトのハードデ

ィスク,8倍速CD-ROMを内蔵した｡

(3)FLORA-DS2はPentium(166/133/120

MHz)を採用し,2.5/1.7/1.2Gバイトのハードデ

ィスクを内蔵した｡

(4)クライアント管理機能などのツール群``Tooト

mate”を強化した｡

(5)テレビ会議システム"ProShare”にも対応

､. ∴l-∴11＼l＼＼_＼
､初膨

高性能クライアントパソコン｢FLORA一丁′Dシリーズ+

(出荷時期:1996年6月)

到 パソコンのグラフィックス性能を強化するグラフィックスアクセラレーダGIGALIZE(ギガライズ)”

最近ニーズの高まってきている映画･ゲーム開

発,建築･住宅などのプレゼンテーション,串･

船舶などのビジュアルシミュレーションなどのコ

態
当主主†‾巾lも

コンピュータ グラフィックス サブシステム"GIGALIZE”

ンピュータグラフィックスをパソコンで実現する

ためのグラフィックスアクセラレータを開発した｡

FLORAや市販のパソコン(Windows NT3.51

以降)に接続することにより,パソコンとしては最

高速水準のテクスチャ付きポリゴン性能(最高3.O

Mポリゴン毎秒)をはじめ,ワークステーション並

みのグラフィックス性能(アンチエイリアスベク

タ:最大4.OMベクタ毎秒,テクスチャフィルレ

ート:最大320Mピクセル毎秒)と機能〔高精細度
テレビ,ヘッドマウントディスプレイ(ステレオ表

示),マルチディスプレイなど〕が利用できる｡グ

ラフィックスオプションの追加で,用途に合った

性能をスケーラブルに提供する｡

(出荷予定時期:1997年2月)

ヨ 高性能パソコンサーバ｢FLORA-Sシリーズ+

最新のサーバ技術を採用し,高性能,高信頼性を実現したパソコンサ

ーバ｢FLORA Sシリーズ+を開発した｡

(1)FLORA SMlは,Pentium Pro(200MHz)で最大4台のマルチプ

ロセッサ拡大が可能で,無停電電源,冗長化電源,最大32Gバイトのデ

ィスクアレーを内蔵できる｡

(2)FLORA SSlは,

セッサ拡大が可能で,

(3)FLORA SBlは,

セッサ拡大が可能で,

Pentium Pro(200MHz)で最大2台のマルチプロ

最大16Gバイトのディスクアレーを内蔵できる｡

Pentium Pro(200MHz)で最大2台のマルチプロ

FLORA SAlはPentium(200MHz)を採用した｡

(4)PCサーバ管理機能"FLORA MANAGER''を強化した｡

(出荷時期:1996年11月) 高性能パソコンサーバ｢FLORA Sh朋+
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以｢HITACH19000Vシリーズ+にミッドレンジデスクトップワークステーションを開発

新しいデスクトップ筐(きょう)体を採用した

ⅤI160L(PA-7300LC,160MHz),ⅤI132L(PA-

7300LC,132MHz)と,VJ160L(PA-7300LC,160

MHz)の計3モデルを開発した｡

VJ160Lは,ⅤI160Lに比べて入出力スロット数

などの拡張性に優れ,最新のプロセッサを採用して

従来のV715クラスの約2倍の性能(7.8SPECiI止95,

7.6SPECfp95)を実現した｡グラフィックス性能も

2倍以上に向上した二次元アクセラレータ"ⅤISUA-

LIZE-EG”を標準装備し,さらに,三次元アクセ

ラレータを含む豊富なアクセラレータも用意した｡

高速計算･高速描画が要求されるテクニカル分

野(EDA/MDA),二次元･三次元CAD分野など

に柔軟に対応することができる｡OSはHPrUX

lO.20*を採用している｡(出荷時期:1996年10月)

た∴三
腰

新ミッドレンジデスクトップUNIXワークステーション

｢H什AC川9000Vシリーズ+Vlクラス

以｢H汀AC川9000Vシリーズ+に省スペース設置を可能にした"V1132L一丁iny”を開発

一人1台ずつワークステーションを利用するソ

フトウェア開発やシステムに組み込み,計測機

器･周辺機器の制御を行うなど,価格と小型サイ

琵蛋

一/･-∴

L･¶ ∴¶

州1｢二∧■■ご｢｢

.._it･･ミtlい
＼ノ＼上

卜hL阿柑は一言-･

｢H】TACH19000Vシリーズ+ワークステーション小型デ

スクトップモデル"Vl13ZL一丁iny'

ズを重視する業務に最適なUNIXワークステーシ

ョンを開発した｡

幅82×奥行き350×高さ260(mm)とデスクトッ

プ型のパソコン本体より小さな筐体の中に,6.5

SPECint95,6.7SPECfp95の性能と,RS-232C,

セントロニクス,SCSI,イーサネットの各ポート

を,また,内蔵メディアとしてFDを搭載した｡さ

らに,PCIポートまたはCD-ROMも搭載できる｡

さらに,最新プロセッサ"PA-7300LC”,二次元

アクセラレータ``ⅤISUALIZE-EG''の採用によ

り,性能を大幅に向上させた｡

OSはHP-UXlO.20を採用している｡

(出荷時期:1996年12月)

ヨ｢クリエイティブステーション3050RXグループ+新モデル

ピザボックスタイプのモデル215(PA17100

LC,80MHz)とモデル255(PA-7300LC,132

MHz),デスクトップタイプのモデル355(PA-

7300LC,132MHz),モデル365(PA-7300LC,160

MHz)の計4モデルのUNIXワークステーション

を開発した｡

最新の低価格･高性能RISCプロセッサPA-

7300LCを採用して従来モデルの約1.8倍の性能を

実現した｡各種インタフェース,周辺機器は従来の /ニセ■二∴. 州州＼ヽ

仕様を継承し,アプリケーションの上位方向互換性,

ユーザー資産を維持しながら価格性能比が大幅に ｢クリエイティブステーション3050RXグループ+新モ

向上した｡OSはHI-UX/WE2を採用している｡ デル

(出荷時期:1996年12月)



望 64ビットRISCプロセッサを搭載した｢H什ACH19000Vシリーズ+サーバ

64ビットRISCプロ セ ッサPA-8000(160

MHz,180MHz)を搭載したH9000Vシリーズサ

ーバモデル6機種(エントリクラス:VK270,

VK370,ミッドレンジクラス:VR250,VR260,

VR450,VR460)を開発した｡

CPUフェイルオーバ機能,メモリ ページデア

ロケーション機能をサポートし,システムの安左

稼動を実現する｡エントリクラスでは最大2ウェ

イマルチプロセッサ構成が可能である｡また,シ

ステム稼動ヰlの装置交換･増設を可能にするホッ

トプラグ機能対応の内蔵ディスクも利用吋能であ

る｡ミッドレンジクラスは拡張性に優れ,最大4

ウェイマルチプロセッサ構成が可能である｡

OSはHP-UXlO.20を採用している｡

野『r㌢i

≡≡≡芸

墓

エントリサーバ｢H汀ACH19000Vシリーズ+サーバ

｢VKクラス+

(VK270,370上Jl荷予定時期:1997年2月)

(VR250,260,450,460出荷時期:1996年10月)

到 3500シリーズに最新PA-RISCプロセッサ"PA-7300LC'',"PA-8000”を搭載した新モデルを追加

｢クリエイティブサーバ3500シリーズ+にPA-7200LCを搭載して価格

性能比を向上させたデスクトップモデル2モデル(3500/355,365),PA-

7200と64ビットRISCプロセッサPA-8000を搭載したラックマウントモ

デル8モデル(545,555,565,585,645,655,665,685RM),および

PA-8000を搭載した統合クラスモデル最上位機1モデル(3500/880PS)を

開発した｡

ラックマウントモデルでは,ディスク,UPSなどの周辺機器を自由にラ

ッキングでき,省スペース化が実現できる｡プロセッサは最大4ウェイま

で,メモリは最大2Gバイトまで拡張可能である｡

〔出荷時期:3500/355,365(1996年12月末)〕,〔出荷予定時期:3500/545RM,555

RM,565RM(1997年3月末),585RM(1997年4

クリエイティブサー 月末)･3500/880PS(1997年4月末)･3500/645

パ3500シリーズ RM,655RM,665RM,685RM(1997年6月末)〕

封 ネットワーク環境でのバックアップを自動化するストレージマネージメントサーバ

PC LAN環境に接続された複数のNetWareサーバクライアント シス

テムに対し,大切なネットワークデータをきめ細かにバックアップし,一元

管理するストレージマネージメント サーバを開発した｡

この装置はバックアップ,リストア,アーカイブ,マイグレーション,階

層記憶管理システムまでの各種ストレージ機能を持ち,NetWareベースで

構築されたPC LAN環境に対して複数のNetWareサーバと,この配下の

クライアントPC群のファイルをWindowsPCから一元管理できる｡

さらに,これらのNetWare環境と相互に結合するUNIXネットワーク

ファイル システム(NFS*),Windows NTなどのファイルサーバに対して

も同様のサービスを提供する｡(出荷時期:1996年6月,WindowsNT対応は同年12月)

ストレージ マネージメ

ント サーバ

◎
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メインフレーム

qパラレル技術を採用した新しし囁幹サー/州TACH川パラレルシリーズ｢MP5600プロセッサ+

新世代のMパラレルシリーズ三ツドスケール機として,コン/てクトな高性能ワンボックスシステム

を実現するMP5600を開発した｡

ネットワークコンピューティング時代での新世

代の汎用コンピュータ｢Mパラレルシリーズ+の

ミッドスケール機として,MP5600プロセッサを

讃

MP5600プロセッサ(モデル120～310)

開発した｡MP5600は,現行機種M-860の約2倍の

性能を持ち,8台までのマルチプロセッサ構成で

約18倍の性能レンジをカバーする12モデルから構

成する｡

高速,高集積のCMOSLSIを全面的に採用し,

現行機種M-860比で最大85%の省スペースと最大

90%の省エネルギーを実現したコンパクトなワン

ボックスシステムであり,コストパフォーマンス

を大幅に改善した｡さらに,中核サーバとして要

求される高度な信頼性と柔軟な運用性を強化して

いる｡H-6710高速結合装置と接続したMパラレル

システムでは,並列処理を全面的に取り入れ,ジ

ョブの並列実行による高速化,機能分散システム

などを効率的に実現する｡これによって従来の資

産を継承し,スケーラブルなシステム拡張性をよ

り強化する｡

(出荷時期:1996年9月)

狙スケーラビリティを拡張した超並列コンビューダHITACHISR2201,,

超並列コンピュータ｢SR2201シリーズ+のラインアップに,オフィスに設置可能なコンパクトモデル

と最大2.048プロセッサの最上位モデルを追加した｡

高性能RISCプロセッサを搭載した超並列コン

ピュータSR2201に,オフィスに設置が可能なコン

パクトモデル(8～64プロセッサ)と最上位モデル

(2,048プロセッサ)を追加した｡

(1)2.4～614.4G FLOPSまで256倍の幅広い性

能レンジを実現

(2)コンパクトモデルは研究室やオフィスでの利

用を考慮し,室内空調での運用を実現

(3)大規模数値計算を高速化するための支援機構

である擬似ベクトル処理機構を採用

(4)多次元クロスバネットワークにより,並列処

至里性能を極限まで引き出して高効率通信を実現

(5)最先端のCMOSテクノロジーを用いた高性

能プロセッサや制御LSIをモジュールにコンパク

トに実装

(6)Mach*3,0ベースのUNIXオペレーティング

システムHI-UX/MPPで稼動

(出荷時期:1996年9月)

ー1】Tlだ.1t

"HITACHISR220l”コンパクトモデル



ヨ Mパラレルシリーズの複数プロセッサを接続し,高速並列処理を実現するパラレルシステム化装置

並列処理を採用したMパラレルシステムの開発

により,スケーラブルな高性能システムを実現し

た｡下記装置群でMパラレルシリーズの複数プロ

セッサ(CPN)を接続し,シングル イメージ シス

テムとして統合運用ができる｡

(1)H-6710高速結合装置:CPN(CentralProcess-

ing Node)間のデータ共有や排他機能を持ち,高

性能な分散処理,並列処理を提供する｡

(2)統合コンソール:わかりやすいユーザーイン

タフェースによる複数CPNの集中監視･操作機

能を提供する｡

(3)パラレル システム タイマ:複数CPNのタ

イマ情報を一元管理し,より正確な並列処理機能

を提供する｡

(出荷時期:1996年12月)

H-6710高速結合装置

プロセッサ

(CPN)

データベース

プロセッサ

(CPN)

ACONARC

データベース

パラレルシステムタイマ

プロセッサ

(CPN)

⊂コ

統合コンソール

データベース

注:略語説明
ACONARC(AdvヨnCedConnectionArc｢1itecture)

Mパラレルシステムの構成

到 さらに機能を充実した｢Mパラレルシリーズ+MP5800プロセッサ

汎用コンピュータ"MP5800”

L

‾′∴∴一,_珊
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世界最高水準の性能と省資源を追求したMP5800

プロセッサにエントリモデル追加と機能拡張を行

い,システム構築の選択肢をさらに充実した｡

(1)エントリモデルMP5800/160を追加し,旧機

種からの移行を容易にした｡(1996年6月)

(2)モデル180,210,310,410の最大チャネル数

を従来の128から192に拡大した｡(1996年9月)

(3)高速結合装置などのMパラレルシステム装置

に接続する付加機構を追加した｡(1996年12月)

(4)プロセッサ資源分割管理機構を用いることに

より,合計主記憶容量を従来の4倍に拡張した｡

(出荷子宝時期:1997年3月)

封 オープンネットワーク環境で高性能･高信頼性基幹システムを実現する"VOS3/FS”

Mパラレルシリーズ大型プロセッサ向けオペレ

ーティングシステムVOS3/FS(Version2)を開
発した｡

インターネット･イントラネットからVOS3/FS

に蓄積された基幹データベースヘのアクセスを可

能にする｢Web連携機能+,パソコン･ワークステ

ーション上のJPlとVOS3/FSとの間でジョブの
連携を行う｢オープンジョブウェイ+など,オー

プンシステムとの連携を強化した｡また,｢バッチ

パラレル+,｢データベースパラレル+などの並列

処理機能強化により,高性能化･高信頼化を実現

した｡

(出荷子宝時期:1997年1月)

パソコン･ワークステーション

Web

ブラウザなど [コ
データベース検索.更新

注:略語説明

オープンネットワーク環境から

墨字字データベースヘアクセス

国国国
インターネットイントラネットなど

オープンシステムとの連携
Webプラウヴ連携機能.
オープンジョブウェイなど

VOS3/FS

墓【幹データベース

Mパラレルシリーズプロセッサ

多彩な並列処理
パッチパラレルデータベースパラレルなと

高性能化南信柏イヒを実現

VOS3/FS(∨爪∪∂トStO｢ageOpe｢atingSystem3/FOREFRONTSystemProduct)

JPl(Job M∈】∩∈】gementP∂代nerl)

Mパラレルシリーズ大型プロセッサ向けオペレーティングシステム

"VOS3/FS”
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ストレtジシステム

到 処理能力をエンハンスした小型磁気ディスクアレーサブシステム

小型磁気ディスク アレーサブシステム

急成長を続けるオープン市場でのストレージへ

の高性能,大容量ニーズにこたえるため,従来機

種(DF300)のプロセッサおよび内部バスを高速化

することにより,約2倍のデータ転送性能を実現

した｢DF350シリーズ+を開発した｡

主なエンハンス項目は次のとおりである｡

(1)プロセッサおよび内部バス高速化(約1.5倍)

(2)キャッシュ大容量化(最大1Gバイト)

(3)高速･大容量ディスクドライブ採用

(4)ウルトラSCSI(SmallComputer System

Interface)およびファイバチャネル"FC-AL”イ

ンタフェース採用 (出荷子宝時期:1997年1月)

到 ダイレクトオーバライト対応大容量5.25インチ光ディスクライブラリ装置

近年ますます高まる高速化と大容量などのニー

ズにこたえるために,DOW(DirectOverⅥ7rite)対

応で最大記憶容量797Gバイトの5.25インチ光デ

ィスクライブラリ装置を製品化した｡

DOW方式の採用で,記録速度が従来方式に対

L確認動作を行う場合では1.5倍,確認動作を行わ

ない場合では最高2倍と高速化した｡高信頼性を

追求して機構部を二重化したダブルアクセッサモ

デルもあり,大容量で高速･高信頼性を持つシス

テムを構築することが可能である｡

(出荷時期:1996年7月)
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大容量光ディスクライブラリ装置

望 オープンなCSS環境での利用を実現する光ディスクファイリングシステム

CSS(Client Server System)のパソコンLAN

環境での利用ニーズにこたえた,オープン対応の

高性能イメージ ファイリング システムを開発

した｡
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光ディスク ファイリングシステム"H汀FILE WN2”

(1)HITFILE WN2シリーズ:クライアント利

用に加え,高機能ローカルファイリング対応,

Windows95対応と操作性に優れた新GUIの提供,

Pentium(166MHz)を搭載した汎用パソコンと

しての高性能化に加え,大判書類入出力,大容量

記憶装置(ディスクアレー,光ディスクライブラリ

装置)の接続が可能

(2)HITFILE NTシリーズ:高性能イメージサ

ーバ･パソコンサーバとして利用が可能で,業界
最高速のPentium Pro(200MHz)採用による高性

能化と高速レスポンスのため,ディスクアレ一装

置(66Gバイト)を最大4台接続可能,またWindows

NT3.51環境下でのファイルサーバ機能に加え,

プリントサーバ,ファクシミリサーバの多機能化

を実現

(出荷時期:1996年7月)



関連機器

到 低価格でオープン対応の手書き伝票OCRプロダクドFriendly OCR”
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Friendly OCRシステム

CSS環境のパソコンでOCR業務を低価格で実

現したいというニーズにこたえるため,"Friendly

OCR”を開発した｡

(1)低価格〔99万円(税別),パソコン別の標準構成〕

(2)パソコン上で稼動するWindows95対応手書

き文字認識ソフトウェア

(3)コンパクトなOCR専用スキャナによる入力

(4)市販のイメージスキャナで入力した画像デー

タ(TIFF*形式)の文字読取り機能

(5)各種業務支援ソフトウェアの提供

(出荷時期:1996年3月)

望 利用客の直接操作で指定券が購入できる自動発券システム

利用客が直接操作を行い,指定券･自由席券な

どを購入できる｢顧客操作型端末+を鉄道情報シ

ステム株式会社と共同開発した｡この装置は,MR

型窓口端末をベースとするサーバにLAN構成で

接続し,優れた操作性と高速性を実現した｡

(1)タッチパネルによって簡単に予約操作がで

き,現金のほかクレジットカードが扱える｡

(2)指定席券･自由席券･乗車券以外にも,新幹

線の乗り継ぎや回数券による指定席券発行などが

可能である｡

(3)運賃改正などに伴うデータの自動改修がで

きる｡

(4)設置個所などに合わせ,販売形態を自由に設

定できる｡ (出荷時期:1996年9月)

･岳l省スペースの｢薄型ATM+

業界に先駆けて,設置スペースを大幅に削減で

きる奥行き56cm,幅57cmの薄型ATM(現金自動

取引装置)を開発した｡

紙幣や媒体容量は十分確保し,通帳も取扱い可

能で,さらに強化筐(きょう)体(自販機工業会防犯

基準レベル2)を採用し,･視覚障害者,尊いすにも

対応可能とした｡

金融機関のロ`ピー,自販機コーナーや営業店舗

外の狭い場所にも設置可能で,金融機関の店舗ネ

ットワーク拡大に寄与できる｡

(出荷時期:1996年3月)
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顧客操作型端末"MV一川”

薄型ATM
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